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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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アジェンダ

• Oracle Enterprise Manager概要

• ここまでできる！
画面から見るOracle Enterprise Manager全貌

• Appendix 

• Database Management Packs概要

無償技術サービスOracle Direct Concierge

http://www.oracle.com/lang/jp/direct/services.html

・Oracle Database バージョンアップ支援
・Oracle 構成相談(Sizing)サービス
・パフォーマンス・クリニック・サービス
・SQL Serverからの移行アセスメント
・DB2からの移行支援サービス
・Sybaseからの移行支援サービス
・MySQLからの移行相談サービス
・PostgreSQLからの移行相談サービス
・Accessからの移行アセスメント
・Oracle Developer/2000 Webアップグレード相談
・仮想化アセスメントサービス
・ビジネスインテリジェンス・エンタープライズ
エディション・アセスメントサービス
・簡易業務診断サービス
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アジェンダ

• Oracle Enterprise Manager概要
• 運用管理の効率化に役立つEnterprise Manager

• おさらい！Enterprise ManagerよくあるQA 

• ここまでできる！
画面から見るOracle Enterprise Manager全貌

• Appendix 

• Database Management Packs概要
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データベース運用における「理想と現実」

データベース運用における「現実」

• 既存システムの運用コストがIT 支出の
約80%を占める

• 差別化や競争優位のための戦略的投資、
ITガバナンスへの対応ができていない

データベース運用における「理想」

• 変化のスピードの加速に対応した柔軟な
運用管理

• リスクを抑え、サービスの品質を向上

• 内部統制やITガバナンスへの対応

5
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運用ツール活用による効率化のすすめ

Top 5 Timed Events

~~~~~~~~~~~~~~~~~~                                           % Total

Event                                     Waits    Time (s) Ela Time

---------------------------------- ------------ ----------- --------

db file sequential read                  51,925       8,172    91.49

log file sync                            29,367         386     4.32

db file parallel write                      614         172     1.93

CPU time                                                141     1.58

log file parallel write                  20,158          53      .59

パフォーマンス診断
OSの情報、V$表の検索、Statspack

ストレージ管理
Volume manager

バックアップ&リカバリ
OSコマンド、バッチの作成

定期メンテナンス
バッチスクリプトの作成

リソース管理
サーバ負荷確認、メモリ調整

チューニング
パラメータ、SQL書き換え

パフォーマンス診断

チューニングアドバイス

自動領域管理

リソース管理

自動チューニング

バックアップ
&リカバリ

事前定義ジョブ
スケジューリング

プロアクティブな活動

監視 問題 情報収集 原因分析 解決案の検討 実装

監視 問題 情報収集 原因分析 解決案の検討 実装

監視 問題 情報収集 原因分析 解決案の検討 実装

6
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オラクルの運用管理ソリューション

Oracle Enterprise Manager

Oracle Enterprise Manager

• Oracle 製品を運用管理するための
GUI管理ツール

• 全ての管理作業を、統一された
分かりやすいインタフェースから
実行

• プロアクティブな監視

• 自動的なパフォーマンス診断と
問題解決へのアドバイス

• スケジューリング機能を活用した
オペレーションの自動化

ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス

ビジネス・ユーザー

ミドルウェア

データベース

オペレーティング・

システム

仮想化層

エンタープライズ・

アプリケーション

7
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おさらい！
Oracle Enterprise Manager の管理タイプとは

• Database Control

• Oracle Database 10g/11g に付属 し、単一のOracle Database を管理

• オプションパックを活用することにより、より効率的な管理を行うことが可能
• Database Management Packs

• Grid Control

• 複数のオラクル製品、アプリケーション、
ホスト、ストレージ、ネットワーク機器等を
統合管理

• データベースとは別の専用のメディアから
別筐体にインストールして利用

• Oracle Database以外にも、Webアプリ
ケーションサーバ、ホスト、他社製品等を
監視可能

Grid Control

DB Control DB ControlDB Control

管理リポジトリ

管理サーバ

Oracle  Enterprise  Managerで管理
できるのは単一のデータベースだけ
ですか？

Enterprise Managerには2つのタイプがあります。
「Database Control」はひとつのデータベースに対し
管理を行うことができます。
「Grid Control」は複数のデータベースおよび
それ以外の製品を管理することができます。

8
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おさらい！
Oracle Enterprise Manager の歴史とは

Oracle  Enterprise  Managerは、
どのバージョンから利用可能ですか？

Oracle 9iでは、Oracle Enterprise ManagerはJava 

ベースのアプリケーションとして提供されていました。
（Java Console）
Oracle Database10g以降は、Webベースのインタ
フェースが用意されています。Grid Controlから
複数のバージョンのDBを管理することも可能です。

Oracle Enterprise Manager

Java Console （9i）

Oracle Enterprise Manager

（10g～）

9
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おさらい！
Oracle Enterprise Manager の利用方法

• Oracle Enterprise Manager Database Controlで管理作業を行うために
必要なプロセス

• dbconsoleプロセス

• リスナープロセス

Enterprise Managerはどうすれば
使えるのですか？

Enterprise Managerはインストール時に構成することが
できます。
サーバ側で必要なプロセスを起動することにより、Web

ブラウザから接続可能になります。

DB Control

Listener

dbconsole

Listenerを経由
して接続

DB Controlの
処理を行う

dbconsoleプロセスの起動方法
‐emctlコマンドを使用

10
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おさらい！
ライセンスによる機能制限

• Database Management Packs概要

エディション、ライセンスによって使えない
機能はありますか？

はい。データベースの運用/メンテナンスをより

容易にするための一部の機能を使うには、
Enterprise Editionに追加オプション・パック
（Database Management Packs）が必要です。

パック 機能概要

Diagnostics Pack  パフォーマンス・モニタリング

 自動ワークロードリポジトリ

 自動データベース診断モニター

Tuning Pack  SQL チューニングのアドバイス

 索引やビューのアドバイス

Configuration Management Pack for 

Database

 構成情報の収集とレポート

 構成検索/分析

Change Management Pack  データベース・オブジェクトの定義の保存 / 比較

Provisioning and Patch Automation 

Pack for Database

 ORACLE_HOME のクロー
ニング

 インスタンスのクローニング

Data Masking Pack  データのマスキング

 メトリックの履歴参照

 イベント監視 / 通知

 レポーティング

 ポリシー管理

 セキュリティ・アセスメント

 パッチ適用

 クリティカル・パッチ通知

11
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おさらい！
ライセンスによるアクセス制限の設定

ライセンスが必要な機能の利用を制限するには
どうすればよいのですか？

Enterprise Managerの「設定」画面から、
アクセス権の設定をすることができます。

所有している
ライセンスにチェック

12
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アジェンダ

• Oracle Enterprise Manager概要
• 運用管理の効率化に役立つEnterprise Manager

• おさらい！Enterprise ManagerよくあるQA 

• ここまでできる！
画面から見るOracle Enterprise Manager全貌
• Oracle Enterprise Manager DB Control

• Oracle Enterprise Manager Grid Control

• Appendix 

• Database Management Packs概要
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Oracle Enterprise Manager 「ホーム」タブ
「ホーム」画面からできること

14

事前設定「しきい値」に基づき、
データベースの問題を通知
※詳細ページへのアクセスは
Diagnostics Packが必要です

CPU使用率やセッション数を
グラフで表示
※詳細ページへのアクセスは
Diagnostics Packが必要です

Diagnostics 

Diagnostics

Diagnostics 

データベースの状態
確認や起動・停止

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing

• データベースの起動/停止、およびデータベースの状態の確認

• 問題発生時のアラート通知
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Oracle Enterprise Manager 「ホーム」タブ
問題発生時のアラート通知のしくみ

15

事前定義された監視項目を定期的にチェックし、
「しきい値」を超えるとアラート通知

データベースにパフォーマンス問題や
リソース不足等の問題が発生した場合に
アラート通知
※メールでの通知にはDiagnostics Pack

が必要です

• 「しきい値」の定義に従って、問題発生時にアラート・メッセージを通知
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Oracle Enterprise Manager 「パフォーマンス」タブ
「パフォーマンス」画面からできること

16

データベースの負荷が、「CPU」や
「ディスクI/O」などのカテゴリごとに
色分けされて表示

マシンのCPUに対する
CPU使用率を表示

※「パフォーマンス」タブへの
アクセスはDiagnostic Packが必要です

• リアルタイムなパフォーマンス監視

• パフォーマンス問題の解決
Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「パフォーマンス」タブ
トップ・アクティビティの特定

17

• 問題となっている処理（SQLやセッション）を特定

特定の時間の処理を確認
（過去にさかのぼって確認
することも可能）

この時間帯に行われていた
処理が、負荷の高い順に
表示される

※「パフォーマンス」タブへの
アクセスはDiagnostic Packが必要です
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Oracle Enterprise Manager 「パフォーマンス」タブ
SQLチューニング・アドバイザ

18

• 処理に時間のかかっているSQLに対してチューニングを実行

高負荷SQL文に対して

チューニング・アドバイザを
実行

SQL文の処理を改善する
ための推奨項目が表示

Index の作成

SQL文の
再構成

SQLプロフイル
の作成
※ Optimizer が使用する
追加の統計情報の集合

失効・欠落している
統計の収集

チューニング・アドバイザの
推奨項目

※「 SQLチューニング・アドバイザ」へのアクセスは
Diagnostic +Tuning Packが必要です
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Oracle Enterprise Manager 「パフォーマンス」タブ
実行中のSQL監視

19

• 問題となっている処理（SQLやセッション）の特定

各ステップごとのメモリ、
一時表領域の使用状況

SQLごとの
処理時間の内訳
（CPU/ Disk I/O）

バッファ・キャッシュからの読み込み率
※バッファ読取りよりI/Oバイト数が大幅に
多い場合は、ストレージがボトルネックに
なっている可能性

「今ここ！」マークで、
現在どの処理が実行さ
れているかが分かる

各ステップごとの実行タイミングや
実行時間、待機イベントの発生個所など

進行状況がわかるため、「あとどれくらいで
(バッチなどの)処理が終了するか」等の
見当をつけられる

※「SQL監視」リンクへのアクセスは
Diagnostic +Tuning Packが必要です
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Oracle Enterprise Manager 「可用性」タブ
「可用性」画面からできること

20

• バックアップ・タイプ、バックアップ先などの設定

• バックアップの取得、スケジューリング

• 取得したバックアップの管理

• リカバリの実行

• テープ・バックアップのための設定

バックアップやリカバリ
関連の設定 バックアップやリカバリ

関連の作業

Enterprise Edition

テープへのバックアップ
※ Tape Drive 単位でSecure 

Backupのライセンスが必要です。
※バックアップの暗号化には
Advanced Security Optionが
必要です。

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「可用性」タブ
バックアップ関連の設定

21

• バックアップ・リカバリ関連の設定

インスタンス・リカバリに
かける時間を設定（EE）

「日数」or「冗長性」で保存ポリシーで保存期間を指定

アーカイブ・ログアーカイブ・ログ

1世代2世代

今日
１日前2日前3日前4日前

バックアップ関連の
ファイルを置く領域

フラッシュバック・データベース
データベース全体を過去の状
態に戻す機能（EE）

「保存期間」を設定することで、期間を過ぎたバックアップを
一括削除したり、自動的に上書き※して行くことも可能
※FLASH_RECOVERY_AREAに取得したバックアップのみ

増分高速バックアップ
（EE）
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Oracle Enterprise Manager 「可用性」タブ
バックアップの効率的な管理

22

• 取得したバックアップを一覧で確認

• バックアップ・ジョブのステータスとログの確認

カタログ化：
手動（OSコピー等）で取得した
バックアップを管理情報に追加

バックアップのログを
後から確認可能

クロスチェック：

制御ファイルに登録されたバックアップ情報と、
ファイルの実態を比較し、バックアップファイル
が正しく存在していることを
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Oracle Enterprise Manager 「可用性」タブ
障害の検知と復旧アドバイスの提示

23

• 障害発生時に自動診断を行い、復旧のためのアドバイスの提示

復旧するための
アドバイスを表示

障害を検知すると、
メッセージを表示

画面操作から、復旧のための
コマンドを作成し、実行
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
「サーバー」画面からできること

24

• 領域の作成や追加

• メモリやパラメータの設定

• ジョブのスケジューリング

• ユーザの作成や管理

• 監査設定

• リソース割り当ての制御

Enterprise Diagnostics

Tuning

Provisioning

Enterprise Edition 
Advanced Security 

Database Vault

Edition 

Configuration

Enterprise Edition 

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
表領域の管理

25

• 表領域の作成、および領域管理

表領域に関して、以下のような管理作業
が可能
・領域再作成のためのDDL文生成
・領域の断片化診断
・読み取り専用、オンライン/オフライン化
・表領域の内容表示
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
メモリ管理の自動化

26

• メモリ割り当ての確認
• 自動管理をしている場合は、メモリ割り当ての変遷も確認可能

• アドバイスボタンから、メモリサイズの変更による影響も確認可能

• ディスクからの読み込み量の変化

• DB時間の改善

現在のメモリ
割り当て

メモリ増加による
処理時間の改善
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
自動化メンテナンス・タスクによるメンテナンス作業の自動化

27

※「自動SQLチューニング」へのアクセスは
Diagnostic +Tuning Packが必要です• 以下のメンテナンス作業が自動実行される

自動化メンテナンス・タスク
・オプティマイザ統計の取得
・セグメント・アドバイザによる領域診断
・SQLチューニング・アドバイザによる
SQLチューニング

前日の処理の中で負荷の高かった
SQL文が自動的に洗い出され、
改善のためのアドバイスが提示される
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
自動ワークロードリポジトリによる負荷情報の自動収集

28

※「自動ワークロード・リポジトリ」への
アクセスはDiagnostic Packが必要です• データベースの負荷情報を定期的に取得し

パフォーマンス問題を洗い出し

負荷情報を定期的に取得し、パフォーマンの問題を
洗い出す仕組み

SGA
統計情報
負荷の高い
SQL
メモリー不足
…

定期的に負荷情報を保存
MMON

AWR

ADDM

診断結果/アドバイス

スナップショットの
差分を診断

1.134.11CPU時間

AWRStatspack

Statspackよりも低い負荷で、より多くの情報を収集

参考値：1スナップショット収集あたりのCPU 時間



Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved. 29

Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
統計管理

29

• オプティマイザ統計情報の取得と管理

※「SQL計画管理」は
Enterprise Editionの機能です

統計情報：OracleがSQL文を実行するにあたって立てる実行計画のもとになる情報
統計情報の取得、および、過去の統計情報の保存やリストアが可能

SQL Management Base 

実行（運用時）

実行（システム変更後）

Plan History

Plan Baseline

プランB

プランA

プランA

常にPlan Baselineにある
実行計画が使用される

プランA

SYSAUX表領域

プラン変更を検証し、パ
フォーマンスが
低下する場合は防止

SQL計画管理：SQL Plan Management(SPM)

実行計画が変わった場合は、検証をしてから適応させることにより
統計情報の変更によるパフォーマンス低下のリスクを回避する機能

・SQLの実行計画を「SQL Management Base」で管理
・使用する実行計画を、「Plan Baseline」に指定
・変更があった実行計画は「Plan History」に記録

Plan Baselineで管理者が指定した実行計画を使わせるように制御
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
仮想プライベート・データベースによる行レベルアクセス制御

30

• 行レベルのアクセス制御
• 問合せを実行したユーザやアプリケーション毎にアクセス制御を実行

• 特定の行にのみアクセスを許可

• 特定のIPアドレスのみデータアクセスを許可

• 特定の時間帯のみデータアクセスを許可

• アプリケーションの変更は不要

SELECT * 

FROM emp;

田中

鈴木

SELECT * 

FROM emp

WHERE name =‘田中’;

SELECT * 

FROM emp

WHERE name =‘鈴木’;

検索の実行

処理の開始前に
WHERE句を自動付加

※「仮想プライベート・データベース」は
Enterprise Editionの機能です

仮想プライベート・データベース（VPD）
データベース内でSQL文にWHERE句を付加することにより
行レベルのアクセス制御を実現
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Oracle Enterprise Manager 「サーバー」タブ
データベース監査

31

• データベースの操作に対する監査設定および監査証跡の確認

管理者以外のユーザによるデータベースへの操作を監査

■文監査：特定のDDL文（データベース構造の変更）による操作

■権限監査：特定の権限による操作やログインを監査

■オブジェクト監査：特定のオブジェクトへの操作を監査

監査証跡の確認

SYSユーザの監査
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Oracle Enterprise Manager 「スキーマ」タブ
「スキーマ」画面からできること

32

• 表や索引等のオブジェクト作成と管理

• プロシージャ、ファンクション等の作成

• マテリアライズド・ビューの作成と管理

• オブジェクトの変更管理

• データのマスキング

• XMLデータの管理

MaskingChange

Enterprise Edition 

Tuning

Management

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「スキーマ」タブ
表の管理

33

セグメント・アドバイザ
領域の断片化診断と解消

フラッシュバック
過去のデータの追跡や、間違えて
行った変更の取り消し
※これらのフラッシュバック機能は
Enterprise Editionの機能です

• 表や索引などの作成と管理
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Oracle Enterprise Manager 「データ移動」タブ
「データ移動」画面からできること

34

• データのExport/Import

• SQL*Loader

• データベースのクローニング（複製）

• トランスポータブル表領域

• Streame設定

• アドバンスト・レプリケーション設定

Enterprise Edition 
Enterprise Edition 

Enterprise Edition 

Provisioning

Export

Import

100 田中営業部
101  吉田技術部
・・・・・・・・・・・

Export/Import

Oracleデータベース間のデータの移動や、
バックアップに利用されるユーティリティ。

Exportでデータをダンプファイルをして
出力し、Importでデータベース内に取り
込むことが可能。

アドバンスト・レプリケーション

トリガーにより複数サイトにデータベース
のコピーをオブジェクト単位で作成

同期または非同期転送型が可能

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「ソフトウェアとサポート」タブ
「ソフトウェアとサポート」画面からできること

35

• データベースおよびサーバー構成の
把握

• パッチの管理およびスケジューリング

• データベース環境の負荷キャプチャ
およびテスト

Real Application Testing

Configuration

Configuration 

Provisioning 
または

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Oracle Enterprise Manager 「ソフトウェアとサポート」タブ
最新の構成情報

36

※「最新の構成情報」画面へのアクセスは
Configuration Management Packが必要です

• データベースおよびサーバー構成の一元管理

メモリの割り当てやファイルの容量に関して、
一元的に把握することが可能
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Oracle Enterprise Manager 「ソフトウェアとサポート」タブ
Real Application Testing

37

※「Real Application Testing」へのアクセスは
Real Application Testingオプションが必要です

• ハードウェアやソフトウェアのアップグレード、データベースの構成変更など、
システム変更時の影響をテスト環境で事前に確認し、リスクを低減するための機能

Database Replay

・本番環境で実行されたトランザクションを時系列に記録

・テスト環境で本番環境の負荷を再現し、パフォーマンス
比較レポートを作成

SQL Performance Analyzer (SPA)

・本番環境で実行された問合せと、その実行計画を記録

・テスト環境で問合せを再実行し、パフォーマンスと実行
計画の比較レポートを作成
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Oracle Enterprise Manager 「関連リンク」
「関連リンク」からできること

38

• アラート履歴確認

• アドバイザへのアクセス

• メモリー・アクセス・モードでの監視

• ブラックアウト
（監視停止期間の設定）

• ユーザ定義メトリック

• メモリー・アクセス・モード
• 共有グローバル領域（SGA）から表に直接アクセスしてデータを取得する方法

• データベースの速度が低下した場合またはデータベースがハングしている場合でも
システム統計を収集する事が可能

※「メモリー・アクセス・モード」でのアクセスは
Diagnostics Packが必要です

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Enterprise Manager Grid Controlによる
複数データベースの管理および連携

• Grid Control ：複数のデータベース、ホスト等を集中管理するためのコンソール
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Enterprise Manager Grid Control「関連リンク」
オブジェクト変更の管理、および同期 ※これらの画面へのアクセスはChange 

Management Packが必要です

• オブジェクトの定義を「ベースライン」として保存
• 同一データベースで複数のベースラインを取得し、バージョニング管理をすることも可能

• 複数のベースラインを比較し、オブジェクトの違いを検出

• ベースラインをもとに、オブジェクト情報の同期化が可能

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Enterprise Manager Grid Control「関連リンク」
オブジェクト情報同期化例

テスト環境 本番環境

データベース・オブジェクト
情報のコピー

• テスト環境で、オブジェクトの定義を「ベースライン」として保存

• テスト環境のベースラインをもとに、本番環境にオブジェクト情報をコピー

※これらの画面へのアクセスはChange 

Management Packが必要です
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Enterprise Manager Grid Control「関連リンク」
データ・マスキングによるテストデータの保護 ※これらの画面へのアクセスは

Masking Packが必要です

• 表データに対するマスキングを簡単に定義、実行可能
• マスキング定義を保存し、再利用することもできる

• 多様なマスキングをサポート
• 固定値、ランダム値、シャッフル、切り出しなどの方法が用意されている

• ユーザーの作成した任意のルールを使用してマスキングを実行することも可能

• 主キー / 一意 / 参照整合性制約を自動検知

Enterprise Edition

Diagnostics Pack

Tuning Pack

Change Management Pack 

Configuration Management 
Pack for Database

Provisioning and Patch 
Automation Pack for 
Database

Masking Pack

Advanced Security 

Database Vault

Real Application Testing
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Enterprise Manager Grid Control「関連リンク」
データ・マスキングの実行例

本番環境 テスト環境

データベース・インスタンスの
コピー（クローニング）と

データのマスキング

マスク定義の作成 スクリプトの生成 マスキングジョブの実行

ID NAME PHONE EMAIL

1 佐藤浩 03-5412-2000 sato@comp.com

2 鈴木浩一 090-8879-7601 suzuki@comp.com

3 高橋誠 042-2346-1702 takahashi@comp.com

4 田中浩二 011-5813-7302 tanaka@comp.com

5 渡邉隆 090-9280-1403 watanabe@comp.com

： ： ： ：

ID NAME PHONE EMAIL

1 太田智子 090-0000-6854 xxx@abcd.com

2 松尾裕子 000-1111-6555 xxx@abcd.com

3 原誠 011-2222-6257 xxx@abcd.com

4 金子真由美 090-3333-5958 xxx@abcd.com

5 安藤博 080-4444-2747 xxx@abcd.com

： ： ： ：

※これらの画面へのアクセスは
Masking Packが必要です

mailto:sato@comp.com
mailto:suzuki@comp.com
mailto:takahashi@comp.com
mailto:tanaka@comp.com
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Enterprise Manager Grid Control「レポート」タブ
レポートの作成

• 収集した各種情報を使って、レポートを
簡単に作成可能

• キャパシティ・プランニングなどに役立
てることができる

• レポートの構成要素やスケジュール、
表示形式などを組み合わせて指定し、
カスタム・レポートを定義することも
可能

※レポートの内容によってDiagnostics Packsまたは
Configuration Management Packが必要です
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アジェンダ

• Oracle Enterprise Manager概要
• 運用管理の効率化に役立つEnterprise Manager

• おさらい！Enterprise ManagerよくあるQA 

• ここまでできる！
画面から見るOracle Enterprise Manager全貌
• Oracle Enterprise Manager DB Control

• Oracle Enterprise Manager Grid Control

• Appendix 

• Database Management Packs概要
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DatabaseのEMオプション Database Management Packs

データベースのメンテナンス/運用を容易にするための機能
パック 機能概要

Diagnostics Pack  自動ワークロードリポジトリ

 自動データベース診断モニター

 パフォーマンス・モニタリング

 可用性、メトリックの履歴参照

 イベント監視 / 通知

 レポーティング

Tuning Pack  SQL チューニングのアドバイス

 索引やビューのアドバイス

Configuration Management Pack for 

Database

 構成情報の収集とレポート

 構成検索/分析

 ポリシー管理

 セキュリティ・アセスメント

Change Management Pack  データベース・オブジェクトの定義の保存 / 比較

Provisioning and Patch Automation 

Pack for Database

 ORACLE_HOME のクローニング

 インスタンスのクローニング

 パッチ適用

 クリティカル・パッチの通知

Data Masking Pack  データのマスキング

46
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Diagnostics Pack
データベースの自己診断機能

自己診断および通知機能により、リアルタイムな問題発見と対応が可能！

• データベースの不可状況をリアルタイムにグラフ表示

• Oracle Databaseが自動的に様々なメトリック
（監視項目）の情報を取得
• 収集した情報はリポジトリ（AWR）に保存

• 定期的にAWR内の情報を分析し、
パフォーマンス状況を診断

• 問題発生時にアラートメッセージを通知

• 稼働情報からレポートを作成し、キャパシティ
プランニングに活用

自動ワークロードリポジトリ
データベース稼動状況を保持
しておくためのリポジトリ

AWR

診断

診断結果

47
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• SQLチューニング・アドバイザ
• 単一のSQL文に対して、チューニング・アドバイスを提示

• Oracle Database 11gから自動実行することも可能

• SQLアクセス・アドバイザ
• 複数のSQL文に対して、効率を上げる
オブジェクトの作成を提示

Tuning Pack
チューニングに関するアドバイス機能

深い知識を必要とするSQLチューニングを自動化

索引の作成

SQL文の再構成

SQLプロファイル
の作成

失効・欠落してい
る統計の収集

索引の作成

マテリアライズド・ビューの作成

パーティションの作成
（DB11g で使用可能）

SQLチューニング
・アドバイザ

高負荷なSQL文
ADDM

AWR

複数のSQL文
フィルタリング
/ランキング

SQLアクセス・
アドバイザ

48
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Configuration Management Pack for Database 
ハードウェアとソフトウェアの構成に関するあらゆる変更を追跡

• システムを構成するあらゆるコンポーネントの状態とその変化を定期的にチェック
• CPU、メモリー、ハードディスクおよびネットワーク情報など

• データベースのバージョン、パッチセット、パラメータ等の各種設定

• Oracle の最適事例のセキュリティと構成のポリシーに従っているか

問題未然防止やセキュリティ強化のための構成計画徹底と構成情報一元化

運用管理者

作業報告書
管理表

 手作業による情報収集

 情報の分散

 情報の抜け・モレ

 不正確な情報

構成情報を
一元化

運用管理者

初期化パラメータの比較

インストール済みソフトウェアのバージョン管理

49
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Change Management Pack
データベース内部のオブジェクト情報の変更管理

設計 開発 テスト 本番 別のテスト
環境構築

開発DB

本番DB

テストDB

本番環境構築

別のテスト
環境構築

キャプチャ
オブジェクト
の比較

オブジェクト
の比較

オブジェクトの
バージョン管理

スキーマ更新等の複雑なデータベース変更を容易に、安全に実行

追加された
オブジェクトを検知

PL/SQL プロシージャの
ソースの差分を検出

PL/SQL プロシージャの比較データベース・オブジェクトの比較

列の追加や列定義
の変更を検知

• 表や索引、プロシージャなどのデータベース・
オブジェクトの定義セットを管理可能

• 定義セットを比較し、その差分を表示

• 様々な時点でのバージョンを管理

50
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Provisioning and Patch Automation Pack for Database

環境のプロビジョニングとパッチ適応の自動化

• インストールや環境の複製などの作業を自動化
• RAC の新規作成 Single DBからRACへの変換

• RAC のノード追加

• パッチ適用の自動化
• 未適用のクリティカル・パッチを自動的にリストアップ

• パッチ適用のスケジューリングと作業の自動化

• OSパッチの適用

CPUにバンドルされた
SQLの実行

アップグレードモードで
インスタンス起動

パッチの適用

インスタンス・
リスナーの停止

カスタムスクリプト
の実行

パッチを解凍

パッチをターゲット
ホストにステージング

Metalinkから
パッチを取得

インスタンスの停止

適用開始！

適用終了！

煩雑な環境管理作業を自動化し、人為的ミスを削減

パッチの保存

スケジュール実行

OMS

パッチ自体もソフトウェア・ライブラリ
(OMSホスト上のファイルシステム) 

にコンポーネントとして保存して使用
するため、再利用が可能

51
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Data Masking Pack
開発環境、テスト環境で機密情報をマスキング

本番データを保護し、非本番ユーザーに対する機密情報の漏洩を防ぐ

• 機密データをマスキング・ルールに基づいて変換

• 逆行できないプロセスを使用して変換

• 主キー/一意/参照整合性制約に違反することなく
データを置換

• ユーザー定義のマスキング・フォーマットを使う
ことも可能

ID NAME CARDNUMBER COUNTRY

1 SMITH 7488-2984-1736-7400 US

2 ALLEN 4033-6177-0089-6401 JP

3 JONES 6141-5126-0475-8802 US

4 CLARK 1139-4145-6222-3703 UK

5 ADAMS 8337-6263-1608-0104 FR

： ： ： ：

ID NAME CARDNUMBER COUNTRY

1 XXXXX 5870-2967-9149-5700  US

2 XXXXX 9634-7334-4874-2301  FR

3 XXXXX 8430-8214-6445-1102  UK

4 XXXXX 1573-9537-1503-5503  FR

5 XXXXX 0606-3321-6271-8304 JP

： ： ： ：

名前や住所などの元データを外部のデータソースから
抽出した架空の名前や住所といったデータに置き換え、
現実的でありながら元データに基づいていない値に変換

52
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事例1

監視ツールとしてのEnterprise Managerの活用

• 必要な監視項目がわからない

• 複数のデータベースがあるが、監視方法や監視項目がバラバラ

• 問題発生時の対処の方法が属人的で、障害発生から検知、原因解決まで
の時間がかかる

課題

• Diagnostics Pack の自動監視（メトリックとアラート）を使用

• 監視ガイドを作成し、問題発生時の対処を定義
ソリューション

利点

• 事前定義済みの多くの監視項目を使って、必要な情報を網羅

• 全てのデータベースに対して、同レベルの監視が実施可能に

• 新規にデータベースを追加する際にも、簡単に監視の対象に

「Oracle Enterprise Manager は稼働状況を自動収集して、非効率な処理を
Web上に表示するので、どこが悪いのかが一目瞭然になりました。手をかけず
にシステムを監視できるので、本来の開発の仕事に割ける時間が増えました。
稼動状況もわかるので、CPU やメモリなどのシステムリソースも有効に使える
ようになりました。」

お客様の声
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事例2

レポーティング・ツールとしてのEnterprise Managerの活用

• キャパシティ・プランニングができていなかった

• そのため、性能問題やリソース不足で発生する問題に対して都度の対応で
後手後手に回ることが多かった

課題

• Diagnostics Pack のレポートの機能を使用ソリューション

利点
• 自動収集している情報から簡単にレポートが作成可能

• 性能問題やリソース不足に対して、プロアクティブな対応が可能に

「Oracle Enterprise Manager を運用の中核
と位置づけて活用しています。もうこれが無いと
運用がまわらないです。

ついこの前も、とあるRAC のロードバランスが
うまく行われていないことをEM のレポートが
あったから判明できました。」

お客様の声
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事例3

DB 診断ツールとしての Enterprise Managerの活用

• 問題発生時に、情報収集、問題の原因特定、対処までを迅速に行う必要が
ある

• Statspackのレポートの内容を理解し、分析するためにはそれなりに高い
レベルのOracleのパフォーマンスチューニングに関する知識が必要

課題

• Diagnostics Pack の自動パフォーマンス診断を使用ソリューション

利点

• 状況判断のスピードが上がり、障害対処のスピードアップ

• Statspack ではわからない問題も解決可能

• 自動的に診断され、解決策が提示される

1.134.11CPU時間

AWRStatspack

Statspackよりも低い負荷で、より多くの情報を収集

参考値：1スナップショット収集あたりのCPU 時間

「Diagnostics Packがあったほうが
データベース管理者にとっていいこと
ばかりです。
私自身、これまで膨大なStatspack

レポートを分析してきたからこそ、
Diagnostics Pack の便利さを理解
していると感じています。」

お客様の声
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事例4

チューニング・ツールとしての Enterprise Managerの活用

課題

ソリューション

利点

• Oracle のチューニングのスキルのある人がいない

• パフォーマンス・チューニングのためのツールを探している

• Diagnostics Pack の自動パフォーマンス診断とTuning Pack の
SQL チューニング・アドバイザを使用

• 情報収集と解析に手間をかける必要が無い

• チューニングのために追加に情報収集する必要が無い

• チューニングのアドバイスを受け入れるだけでよい

「これまでの運用ではスキルのあるエンジニアが非常に苦労してチューニングを
実施していました。

Oracle Enterprise Manager 導入により、どのサービスがどの時間に処理
しているかを、追跡・管理できる為、運用の効率化を図ることが可能になります。

またサービスイン前フェーズでも、ボトルネックの箇所を事前に確認できるところ
が評価できます。」

お客様の声
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データベース以外の管理もおまかせ
その他のOracle Enterprise Managerの種類

• Grid Control

• 複数のオラクル製品、アプリケーション、サーバー等を統合管理

• 監視、チューニング、構成管理、サービスレベル管理など多彩な機能

• Application Testing Suite

• 機能テスト / 負荷テスト / テスト管理

• Real User Experience Insight

• ユーザーエクスペリエンスの監視とレポーティング

• Application Diagnostics for Java

• Javaアプリケーションの性能監視/分析ツール

• Composite Application Monitor and Modeler

• SOA環境などコンポジットアプリケーションの分析ツール

• Configuration Change Console

• リアルタイムでの構成変更の検知とコンプライアンスのレポーティング

• Application Configuration Console

• コンフィギュレーションの集中管理とプロビジョニング
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まとめ

• Oracle Enterprise Manager概要
• 運用管理の効率化に役立つEnterprise Manager

• おさらい！Enterprise ManagerよくあるQA 

• ここまでできる！
画面から見るOracle Enterprise Manager全貌
• Oracle Enterprise Manager DB Control

• Oracle Enterprise Manager Grid Control

• Appendix 

• Database Management Packs概要

パフォーマンス診断

チューニングアドバイス

領域管理

リソース管理

自動チューニング

バックアップ
&リカバリ

事前定義ジョブ
スケジューリング
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Enterprise Editionはここが違う!!

•圧倒的なパフォーマンス!

•データベース管理がカンタン!

•データベースを止めなくていい!

• もちろん障害対策も万全!

Oracle Databaseの
ライセンス価格を大幅に抑えて

ご導入いただけます

詳しくはコチラ

http://www.oracle.co.jp/campaign/kurukuru/index.html

あのOracle Database Enterprise Editionが超おトク!!

お問い合わせフォーム
http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

多くのお客様でサーバー使用期間とされる

5年間にライセンス期間を限定

•期間途中で永久ライセンスへ差額移行

• 5年後に新規ライセンスを購入し継続利用

• 5年後に新システムへデータを移行



Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved. 60

OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・一般的な技術問題解決方法などを知りたい！
・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

一般的技術問題解決にはOTN掲示版の

「データベース一般」をご活用ください

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの

「OTNセミナー オンデマンド コンテンツ」へ

http://www.oracle.com/technology/global/jp/ondemand/otn-seminar/index.html

※ダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
ダイセミ資料はOTNコンテンツ オン デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2


Copyright© 2010, Oracle. All rights reserved. 61

OTNセミナー オンデマンド コンテンツ
期間限定にて、ダイセミの人気セミナーを動画配信中!!

ダイセミのライブ感はそのままに、お好きな時間で受講頂けます。

※掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。
期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

OTN オンデマンド
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
ログインが必要となります。

※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ
れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。


